
(57)【要約】

【課題】 信頼性の高い電子デバイスの製造方法を提供

する。

【解決手段】 第１の基板１０が配置されたＸＹ軸平面

上に、第２の基板３０を配置して、第１の配線パターン

１２が形成された面と第２の配線パターン３２が形成さ

れた面とを対向させる。第１の電気的接続部１４と第２

の電気的接続部３４とを位置合わせする。第１及び第２

の電気的接続部１４，３４を電気的に接続する。第１の

電気的接続部１４は、Ｘ軸方向に並んで配置されて、Ｙ

軸と交差する方向に延びる形状をなす。輝度測定エリア

１００が、第１の電気的接続部１４と部分的にオーバー

ラップするように設定されてなる。位置合わせ工程は、

（ａ）第１及び第２の基板１０，３０に光を照射して、

輝度測定エリア１００の反射光の輝度を測定すること、

及び、（ｂ）第２の基板３０をＹ軸と平行に移動させて

、輝度が最も小さくなる位置を特定することを含む。

【選択図】 図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

複 数 の 第 １ の 電 気 的 接 続 部 を 含 む 第 １ の 配 線 パ タ ー ン を 有 す る 第 １ の 基 板 が 配 置 さ れ た
Ｘ Ｙ 軸 平 面 上 に 、 複 数 の 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 を 含 む 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン を 有 す る 第 ２ の 基
板 を 配 置 し て 、 前 記 第 １ の 配 線 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 面 と 前 記 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン が 形 成
さ れ た 面 と を 対 向 さ せ る こ と 、

前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部 と 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 と を 位 置 合 わ せ す る こ と 、 及 び 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 を 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 含 み 、
前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部 は Ｘ 軸 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ て 、 Ｙ 軸 と 交 差 す る 方 向 に 延 び る

形 状 を な し 、
前 記 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部 と 部 分 的 に オ ー バ ー

ラ ッ プ す る よ う に 設 定 さ れ て な り 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 の 少 な く と も 一 方 は 光 透 過 性 基 板 で あ り 、
前 記 位 置 合 わ せ 工 程 は 、
（ ａ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 に 、 前 記 光 透 過 性 基 板 側 か ら 光 を 照 射 し て 、 前 記 輝 度 測

定 エ リ ア の 反 射 光 の 輝 度 を 測 定 す る こ と 、
（ ｂ ） 前 記 第 ２ の 基 板 を 、 前 記 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 輝 度 測 定 エ

リ ア と オ ー バ ー ラ ッ プ す る 範 囲 内 で 前 記 Ｙ 軸 と 平 行 に 移 動 さ せ て 、 前 記 輝 度 が 最 も 小 さ く
な る 位 置 を 特 定 す る こ と 、

を 含 む 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】

請 求 項 １ 記 載 の 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 １ つ の 前 記 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 す べ て の 前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部

と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 設 定 さ れ て な る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】

請 求 項 １ 記 載 の 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に お い て 、
前 記 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 ２ つ 以 上 の 前 記 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 前 記 Ｘ 軸 方 向 に 並 ん で 設 定 さ

れ て な る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

電 子 デ バ イ ス を 製 造 す る 際 に 、 ２ つ の 配 線 基 板 の 電 気 的 接 続 部 を 対 向 さ せ て 電 気 的 に 接
続 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 現 在 、 配 線 基 板 の 電 気 的 接 続 部 が 微 細 化 し て い る が 、 信 頼 性
の 高 い 電 子 デ バ イ ス を 製 造 す る た め に は 、 電 気 的 接 続 部 同 士 を 正 確 に 対 向 さ せ る こ と が 重
要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】

本 発 明 の 目 的 は 、 信 頼 性 の 高 い 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ８ ０ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ １ ） 本 発 明 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 第 １ の 電 気 的 接 続 部 を 含 む 第 １ の
配 線 パ タ ー ン を 有 す る 第 １ の 基 板 が 配 置 さ れ た Ｘ Ｙ 軸 平 面 上 に 、 複 数 の 第 ２ の 電 気 的 接 続
部 を 含 む 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン を 有 す る 第 ２ の 基 板 を 配 置 し て 、 前 記 第 １ の 配 線 パ タ ー ン が
形 成 さ れ た 面 と 前 記 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 面 と を 対 向 さ せ る こ と 、

前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部 と 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 と を 位 置 合 わ せ す る こ と 、 及 び 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 を 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 含 み 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-73928 A 2006.3.16

BOE 
EX1016     Page 2



前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部 は Ｘ 軸 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ て 、 Ｙ 軸 と 交 差 す る 方 向 に 延 び る
形 状 を な し 、

前 記 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部 と 部 分 的 に オ ー バ ー
ラ ッ プ す る よ う に 設 定 さ れ て な り 、

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 の 少 な く と も 一 方 は 光 透 過 性 基 板 で あ り 、
前 記 位 置 合 わ せ 工 程 は 、
（ ａ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 に 、 前 記 光 透 過 性 基 板 側 か ら 光 を 照 射 し て 、 前 記 輝 度 測

定 エ リ ア の 反 射 光 の 輝 度 を 測 定 す る こ と 、
（ ｂ ） 前 記 第 ２ の 基 板 を 、 前 記 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 輝 度 測 定 エ

リ ア と オ ー バ ー ラ ッ プ す る 範 囲 内 で 前 記 Ｙ 軸 と 平 行 に 移 動 さ せ て 、 前 記 輝 度 が 最 も 小 さ く
な る 位 置 を 特 定 す る こ と 、

を 含 む 。 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 の 重 複 面 積 が 最 も 大 き く な る よ
う に 第 ２ の 基 板 を 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 基 板 を 、 第 １ 及 び 第 ２
の 電 気 的 接 続 部 を 対 向 さ せ て 電 気 的 に 接 続 す る た め に 最 適 の 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る
。 そ の た め 、 電 気 的 な 信 頼 性 の 高 い 電 子 デ バ イ ス を 製 造 す る こ と が で き る 。
（ ２ ） こ の 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に お い て 、

前 記 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 １ つ の 前 記 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 す べ て の 前 記 第 １ の 電 気 的 接 続 部
と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 設 定 さ れ て い て も よ い 。
（ ３ ） こ の 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に お い て 、

前 記 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 ２ つ 以 上 の 前 記 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 前 記 Ｘ 軸 方 向 に 並 ん で 設 定 さ
れ て い て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】

以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明
は 以 下 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

図 １ ～ 図 ７ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に
示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 １ ０ と 第 ２ の 基 板 ３ ０ と を 位 置 合 わ せ し て 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部
１ ４ と 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４ と を 対 向 さ せ て 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 含 む 。 な お 、 図 １
は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 電 子 デ バ イ ス １ の 概 略 図
で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ の II－ II線 断 面 の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 基 板 １ ０ を 用 意 す る こ と を 含 ん
で い て も よ い （ 図 １ 及 び 図 ３ 参 照 ） 。 第 １ の 基 板 １ ０ の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 有 機 系 又
は 無 機 系 の い ず れ の 材 料 で あ っ て も よ く 、 こ れ ら の 複 合 構 造 か ら な る も の で あ っ て も よ い
。 第 １ の 基 板 １ ０ と し て 、 例 え ば ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） か ら な る 基 板 又
は フ ィ ル ム を 使 用 し て も よ い 。 あ る い は 、 第 １ の 基 板 １ ０ と し て ポ リ イ ミ ド 樹 脂 か ら な る
フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 使 用 し て も よ い 。 フ レ キ シ ブ ル 基 板 と し て FPC(Flexible Printed Cir
cuit)や 、 TAB(Tape Automated Bonding)技 術 で 使 用 さ れ る テ ー プ を 使 用 し て も よ い 。 ま た
、 無 機 系 の 材 料 か ら 形 成 さ れ た 第 １ の 基 板 １ ０ と し て 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク ス 基 板 や ガ ラ ス
基 板 が 挙 げ ら れ る 。 第 １ の 基 板 １ ０ が ガ ラ ス 基 板 で あ る 場 合 、 第 １ の 基 板 １ ０ は 、 電 気 光
学 パ ネ ル （ 液 晶 パ ネ ル ・ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス パ ネ ル 等 ） の 一 部 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】

第 １ の 基 板 １ ０ は 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ を 有 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。 第 １ の 配 線 パ タ ー
ン １ ２ の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ は 、 銅 （
Ｃ ｕ ） 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 チ タ ン （ Ｔ ｉ ） 、 ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） 、 チ タ ン タ ン グ ス テ ン （ Ｔ
ｉ － Ｗ ） の う ち の い ず れ か を 積 層 し て 形 成 さ れ て い て も よ い 。 あ る い は 、 第 １ の 基 板 １ ０
が 液 晶 パ ネ ル の 場 合 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） 、 Ｃ ｒ 、
Ａ ｌ な ど の 金 属 膜 、 金 属 化 合 物 膜 ま た は そ れ ら の 複 合 膜 に よ っ て 形 成 さ れ て い て も よ い 。
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こ の と き 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ は 、 液 晶 を 駆 動 す る 電 極 （ 走 査 電 極 、 信 号 電 極 、 対 向
電 極 等 ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い て も よ い 。 そ し て 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ は 、 複 数 の
第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 １ ０
は 、 Ｘ Ｙ 軸 平 面 上 に 配 置 さ れ て な る 。 こ の と き 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 １ ０ は 、
第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ が Ｘ 軸 方 向 に 並 ぶ よ う に 配 置 さ れ て な る 。 ま た 、 第 １ の 電 気 的 接
続 部 １ ４ は 、 Ｙ 軸 に 交 差 す る 方 向 に 延 び る 形 状 を な す 。 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ は 、 図 ３
に 示 す よ う に 、 第 １ の 点 ２ ０ を 通 る 複 数 の 第 １ の 直 線 ２ ２ に 沿 っ て 延 び る 形 状 を な し て い
て も よ い 。 そ し て 、 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ が 設 定 さ
れ て い る 。 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ は 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ と 部 分 的 に オ ー バ ー ラ ッ プ
す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ は 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １
４ と オ ー バ ー ラ ッ プ す る 部 分 と 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ と オ ー バ ー ラ ッ プ し な い 部 分 と
を 有 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は １ つ の 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ が 設 定 さ れ て い て も よ い 。 そ し て 、 輝 度 測 定
エ リ ア １ ０ ０ は 、 す べ て の 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 設 定 さ れ
て い て も よ い 。 た だ し 、 輝 度 測 定 エ リ ア の 設 定 方 法 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え
ば 、 輝 度 測 定 エ リ ア は 、 １ つ の 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ の み と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に
設 定 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 輝 度 測 定 エ リ ア は 、 ２ つ 以 上 の 複 数 の 第 １ の 電 気 的 接 続 部
１ ４ と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 設 定 さ れ て い て も よ い 。 あ る い は 、 Ｘ Ｙ 軸 平 面 に は 、 ２
つ 以 上 の 輝 度 測 定 エ リ ア が 、 Ｘ 軸 方 向 に 並 ん で 設 定 さ れ て い て も よ い （ 図 示 せ ず ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ を 用 意 す る こ と を 含 ん
で い て も よ い （ 図 １ 参 照 ） 。 第 ２ の 基 板 ３ ０ の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 第 １ の 基 板 １
０ の 材 料 と し て 説 明 し た い ず れ か の 材 料 で あ っ て も よ い 。 第 ２ の 基 板 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 、 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン ３ ２ を 有 す る 。 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン ３ ２ は 、 複 数 の 第 ２ の 電
気 的 接 続 部 ３ ４ を 含 む 。 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 点 ４ ０ を
通 る 複 数 の 第 ２ の 直 線 ４ ２ に 沿 っ て 延 び る 形 状 を な し て い て も よ い 。 こ の と き 、 第 ２ の 直
線 ４ ２ は 、 第 １ の 直 線 ２ ２ と 同 じ 配 列 に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ３ ０ は 、
少 な く と も 一 方 が 光 透 過 性 基 板 で あ る 。 光 透 過 性 基 板 は 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 で あ っ て も よ
い 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 基 板 １ ０ と し て ガ ラ ス 基 板 を 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ と し て 樹 脂
基 板 を 、 そ れ ぞ れ 利 用 し て も よ い 。 あ る い は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ３ ０ の 両 方 に 、
光 透 過 性 基 板 を 利 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 基 板 １ ０ が 配 置 さ れ た Ｘ Ｙ 軸 平
面 に 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ を 配 置 す る こ と を 含 む 。 第 ２ の 基 板 ３ ０ を 配 置 し て 、 図 ５ に 示 す よ
う に 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ が 形 成 さ れ た 面 と 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン ３ ２ が 形 成 さ れ た 面
と を 対 向 さ せ る 。 こ の と き 、 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４ の 少 な く と も 一 部 が 輝 度 測 定 エ リ ア
１ ０ ０ と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ を 配 置 し て も よ い （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ と 第 ２ の 電 気
的 接 続 部 ３ ４ と を 位 置 合 わ せ す る こ と を 含 む 。 以 下 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ，
３ ４ の 位 置 合 わ せ 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】

本 工 程 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ３ ０ に 、 光 透 過 性 基 板 側 か ら
光 Ｌ を 照 射 し て 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ の 反 射 光 の 輝 度 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 例 え ば 、
第 １ の 基 板 １ ０ が ガ ラ ス 基 板 の 場 合 、 第 １ の 基 板 １ ０ 側 か ら 光 を 照 射 し て も よ い 。 そ し て
、 本 工 程 は 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ を 、 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４ の 少 な く と も 一 部 が 輝 度 測 定 エ
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リ ア １ ０ ０ と オ ー バ ー ラ ッ プ す る 範 囲 内 で Ｙ 軸 と 平 行 に 移 動 さ せ て 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０
０ で の 輝 度 が 最 小 に な る 位 置 を 特 定 す る こ と を 含 む 。 一 般 的 に 、 金 属 （ 配 線 ） は 、 基 板 に
比 べ て 多 く の 光 を 反 射 す る 。 そ の た め 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ 内 に 配 置 さ れ る 金 属 の 面 積
が 大 き く な る 程 、 測 定 さ れ る 反 射 光 の 輝 度 は 大 き く な る 。 反 対 に 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０
内 に 配 置 さ れ る 金 属 の 面 積 が 小 さ く な る ほ ど 、 測 定 さ れ る 反 射 光 の 輝 度 は 小 さ く な る 。 す
な わ ち 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ の 輝 度 が 最 小 に な る の は 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ 内 に 配 置
さ れ る 金 属 の 面 積 が 最 も 小 さ い 場 合 で あ る 。 そ し て 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ 内 に 配 置 さ れ
る 金 属 の 面 積 が 最 も 小 さ く な る の は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １
４ ， ３ ４ の 重 複 面 積 が 最 も 大 き く な る 場 合 で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ と
第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４ と の 重 複 面 積 が 最 も 大 き く な る と き に 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ の
反 射 光 の 輝 度 が 最 小 に な る 。 そ の た め 、 輝 度 測 定 エ リ ア １ ０ ０ の 反 射 光 の 輝 度 が 最 小 に な
る 位 置 を 特 定 す る こ と に よ っ て 、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ と 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４ と の
重 複 面 積 を 最 も 大 き く す る こ と が で き る 。 な お 、 本 工 程 の 前 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接
続 部 １ ４ ， ３ ４ の 表 面 処 理 （ 例 え ば 平 坦 化 処 理 ） を 行 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部
１ ４ ， ３ ４ の 表 面 を 、 光 を 反 射 し や す い 状 態 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ， ３
４ を 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 含 む 。 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ， ３ ４ を 接 触 さ せ て
、 両 者 を 電 気 的 に 接 続 さ せ て も よ い （ 図 ２ 参 照 ） 。 上 述 し た 位 置 合 わ せ 方 法 に よ れ ば 、 第
１ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ， ３ ４ の 重 複 面 積 が 最 大 に な る 位 置 を 特 定 す る こ と が で き
る 。 そ の た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ， ３ ４ を 、 対 向 さ せ て 電 気 的 に 接 続 す る
た め に 最 適 の 位 置 に 配 置 す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 高 い 電 子 デ バ イ ス を 製 造 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】

な お 、 先 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 で は 、 第 １ の
電 気 的 接 続 部 １ ４ は 、 第 １ の 点 ２ ０ を 通 る 複 数 の 第 １ の 直 線 ２ ２ に 沿 っ て 延 び る 形 状 を な
し て い て も よ い 。 こ れ に よ る と 、 第 １ の 基 板 １ ０ が 縦 横 に 同 じ 割 合 で 膨 張 ・ 収 縮 す る 場 合
、 第 １ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ は 、 第 １ の 直 線 ２ ２ に 沿 っ て 移 動 す る 。 ま た 、 第 ２ の 電 気 的 接
続 部 ３ ４ は 、 第 ２ の 点 ４ ０ を 通 る 複 数 の 第 ２ の 直 線 ４ ２ に 沿 っ て 延 び る 形 状 を な す 。 そ の
た め 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ が 縦 横 に 同 じ 割 合 で 膨 張 ・ 収 縮 す る 場 合 、 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 ３ ４
は 第 ２ の 直 線 ４ ２ に 沿 っ て 移 動 す る 。 こ の こ と か ら 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ３ ０ が 膨
張 ・ 収 縮 し た 場 合 で も 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ を Ｙ 軸 と 平 行 に 移 動 さ せ る こ と で 、 第 １ 及 び 第 ２
の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ， ３ ４ を 対 向 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ し て 、 上 述 し た 方 法 に よ れ
ば 、 第 ２ の 基 板 ３ ０ を 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 の 重 複 面 積 が 最 も 大 き く な る 位 置 を
特 定 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ の 基 板 １ ０ と 第 ２ の 基 板 ３ ０ と の い ず れ か 一 方 又
は 両 方 が 膨 張 ・ 収 縮 し た 場 合 で も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 １ ４ ， ３ ４ を 電 気 的 に 接
続 す る た め の 最 適 の 位 置 を 特 定 す る こ と が で き る た め 、 信 頼 性 の 高 い 電 子 デ バ イ ス を 製 造
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ３ ０ を 固 着
さ せ る た め の 樹 脂 部 を 形 成 す る こ と を 含 ん で い て も よ い （ 図 示 せ ず ） 。 そ し て 、 検 査 工 程
等 を 経 て 、 電 子 デ バ イ ス １ を 製 造 し て も よ い （ 図 １ 参 照 ） 。 ま た 、 図 ８ に は 、 電 子 デ バ イ
ス １ を 有 す る 電 子 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ ０ を 示 す 。 こ こ で 、 電 子 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ ０ は 、 表 示
デ バ イ ス で あ っ て も よ い 。 表 示 デ バ イ ス は 、 例 え ば 液 晶 表 示 デ バ イ ス や Ｅ Ｌ （ Electrical
 Luminescence） 表 示 デ バ イ ス で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 電 子 デ バ イ ス １ を 有 す る 電 子 機
器 と し て 、 図 ９ に ノ ー ト 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ ０ ０ を 、 図 １ ０ に 携 帯 電 話 ３ ０ ０
０ を 、 そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】

な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 形 が 可 能 で
あ る 。 例 え ば 、 本 発 明 は 、 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 構 成 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 （ 例 え ば 、 機
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能 、 方 法 及 び 結 果 が 同 一 の 構 成 、 あ る い は 目 的 及 び 効 果 が 同 一 の 構 成 ） を 含 む 。 ま た 、 本
発 明 は 、 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 構 成 の 本 質 的 で な い 部 分 を 置 き 換 え た 構 成 を 含 む 。 ま た 、
本 発 明 は 、 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 構 成 と 同 一 の 作 用 効 果 を 奏 す る 構 成 又 は 同 一 の 目 的 を 達
成 す る こ と が で き る 構 成 を 含 む 。 ま た 、 本 発 明 は 、 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 構 成 に 公 知 技 術
を 付 加 し た 構 成 を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 に つ い て 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 方 法 で 製 造 さ れ た 電 子 デ バ イ ス を 有
す る 電 子 モ ジ ュ ー ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 方 法 で 製 造 さ れ た 電 子 デ バ イ ス を 有
す る 電 子 機 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 方 法 で 製 造 さ れ た 電 子 デ バ イ ス
を 有 す る 電 子 機 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】

１ ０ … 第 １ の 基 板 、 １ ２ … 第 １ の 配 線 パ タ ー ン 、 １ ４ … 第 １ の 電 気 的 接 続 部 、 ２
０ … 第 １ の 点 、 ２ ２ … 第 １ の 直 線 、 ３ ０ … 第 ２ の 基 板 、 ３ ２ … 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン
、 ３ ４ … 第 ２ の 電 気 的 接 続 部 、 ４ ０ … 第 ２ の 点 、 ４ ２ … 第 ２ の 直 線 、 １ ０ ０ … 輝
度 測 定 エ リ ア
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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